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学校の教育目標 みとめあい まなびあい たくましく活動する 明郷の子 

～ 進んでつながる子 進んで話し合い発表する子 進んでやりぬく子 ～ 

                                   
 

 ★自己肯定感を育むために大切なこと 
   〇伸びたことを褒める 〇仲間遊びを経験する 

「児童期に自己肯定感を育んで」 
     中日新聞「どうする親御さん  －わが子との向き合い方」譲 西賢氏の記事から 

 （前略）小学生には、「どこまで到達したか」という到達度よりも「どれだけ伸びたか」という伸び幅が

大切です。伸びたことを先生や親御さんに褒めてもらって「自分は、やればできる」という自己肯定感を獲

得できるからです。例えば、３０点だった子が５０点に、８０点だった子が１００点になっても、共に２０

点伸びましたから、どちらも「よくできました」と褒めてあげてください。取れた点数は何点でも伸びたこ

とを褒めてもらえると、お子さんは自己肯定感を獲得できます。 

（中略）親御さんの多くは、苦手で劣った科目や領域に注目して、それらを伸ばそうと叱咤激励されますが、

それでは十分に褒められません。苦手なことよりも得意なことに注目して評価してください。 

 さらに、小学生には、仲間遊びを経験してほしいと思います。仲間遊びによって、 

「ルールや約束を守るから楽しく遊べる」と、自分のためにルールを守り責任を果た 

すことを経験で学びます。また、自分の気持ちをみんなが汲んでくれることを経験し 

て、相手の気持ちを汲む大切さも学びます。仲間遊びによって、自分はこの仲間の一 

員で、自分の居場所があることを確認して、自己肯定感を得ることができます。みんな 

がいないと仲間遊びは成立しないと実感しますから、いじめは自分にマイナスだと経験 

で学びます。（後略） 

 

学校の教育活動の中で、自己肯定感を育てることが大切であると言われるようになってずい

ぶん経つと思います。明郷小学校でも、子どもたちが授業で「わかる、できる」と思えるよう

な授業づくりや、「よいことみつけ」や「スマイルカード」を活用して、自分にはよいところが

ある、がんばって楽しかったなどと思えるような活動を工夫しています。 

しかしながら、子どもたちの自己肯定感がどれほど育ってきているのか、なかなか計り知れ

ないところもあります。 

上記の新聞記事には、「中学生になると、心が発達して、自分の意思や努力ではどうにもなら

ない『定義される自己』に気づき、自己否定感が芽生え、心が不安定になる。しかし、児童期の

自己肯定感が大きいほど、思春期の自己否定感は、穏やかに収束する」と続いていました。 

学校の職員もそうですが、保護者のみなさんも、子どもの成長を信じ、期待をしな

がら様々な要求をすると思います。時に叱るときも当然ありますが、子どもたちが

「やればできる」「自分にはいいところがある」と自分を認め、自信をつけていける

ように、共に「伸びたこと」を褒めていきましょう。 

 

 

けやき 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本郷公園の紫陽花 



★あいさつ運動  6/6（火）・6/7（水） 

  岐阜中央中学校区のあいさつ運動があり、PTA の方や中学生がたく 

さん参加してくれました。明郷小学校の子どもたちも登校した際に一 

緒に並び、元気にあいさつの輪を広げることができました。 

★交通安全教室  6/8（木） 

低学年は、道路の歩き方を学びました。中警察署の方に横断する 

ときには左右を確認することや手を挙げることなどを教えていただき、 

実際に学校周辺をペアになって歩きました。ポイントとなるところで 

は、PTA 地域生活委員や見守りボランティアの方々に安全に見守って 

いただきました。振り返りの中で「いつもと違う歩き方で、これから 

は正しく歩きたい」と、学習したことを意識して話す姿もありました。 

  高学年は、自転車の乗り方について話を聞き、正しいヘルメットのかぶり方を学びました。 

★読み聞かせ  6/13（火） 

  今年度初めての読み聞かせが行われました。PTA や地域の方にお 

世話になっています。一生懸命にほんを見て話を聞いている子ども 

たちの姿が印象的でした。 

★はじめましての会 6/15（木）   
 なかよし活動（たてわり活動）は、6 年生が中心となって活動を進 

 めていきます。今回第１回目でしたので、6 年生の子どもたちはやや 

緊張しているようでしたが、班の子たちが楽しむことができるように 

進行や遊びの説明を工夫していました。１～５年生の子も楽 

しそうな笑顔がいっぱいでした。 
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